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1．研究概要 

 横浜スタジアムは 2020 年に改修工事を

終え、6000 席の増席を予定している。横浜

DeNA ベイスターズ自体の人気も上昇して

いる中、周辺地域の飲食店への経済効果は

どのような状態であり、今後の増席によっ

てどのように変化するかをミクロ・マクロ

の両面から考察したい。 

2．マクロ的分析 

まず、マクロ的な分析として経済効果を

千葉ジェッツの先行研究を基に考察する。

経済産業連関表は平成 23 年度のものを使

用し、SNS(Instagram、twitter)アンケート

によって年齢、所在地、試合前に横浜スタジ

アム周辺で飲食に使用した金額(コンビニ

エンスストアなど)、横浜スタジアム内の売

店、ビアガーデンなどで飲食に使用した金

額、試合前に横浜スタジアム周辺の飲食店

での食事に使用した金額、試合後に横浜ス

タジアム周辺の飲食店での食事に使用した

金額、試合の観戦日を調査した。結果、横浜

市の需要増加額は 1 日当たりの需要増加額

は 114905804.7(1 億 1490 万 5804.7 円)、1

年間で見ると、114905804.7×72 試合（ホ

ーム：日本シリーズ除く＆交流戦含む）＝

82 億 7280 万となる。続いて、第一次波及

効果は逆行列×直接効果によって求められ

る。その結果、5446.7(百万)であると分かる。

これを基準に計算を進めると、経済波及効

果は 6438（百万）である。よって、横浜

DeNA ベイスターズが横浜市の飲食店にも

たらす経済効果は約 64 億円である。2016

年の楽天ゴールデンイーグルスの経済効果

(飲食のみ)が約 60 億円であるので、この数

字の正当性は確保できる。 

（図１） 先行研究(千葉ジェッツ) 
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3－1．ミクロ的な分析 

 1つの飲食店を対象に売り上げと球団

の関係を考察する。まず、2017 年のシー

ズン売り上げは図２のようになっている。

ここで重要な作業として(１)みなとみらい

周辺地域でのイベント(２)売店の売り上げ

の二つの要素の考慮が挙げられる。まず、

シーズンを通した売上は以下のようになっ

ている。 

試合日：201,370 円 

通常日(アウェーゲーム無し)：141,970 円

通常日(アウェーゲーム有り)：147,475 円 

次に、客単価は以下のようになっている。 

試合日：4,024.881 円 

通常日(アウェイゲーム無)：3,710.974円 

通常日(アウェイゲーム有)：3,814.016 円 

イベントの効果を抽出する為にイベントに

よる売り上げ平均変化を求めると以下のよ

うになっている。 

①試合日・イベントがある日：296,265 円 

②試合日・イベントが無い日：205,201 円 

③通常日・イベントがある日：197,006 円 

④通常日・イベントが無い日：147,151 円 

以上の結果からイベントの影響を測定すし

ていくと、計算１のようになる。 

以上までの結果を踏まえて年間での対象

店舗の売上への影響を計算していきたい。 

必要な要素は以下の四つである。 

①試合日(イベントあり) 

②試合日(イベントなし) 

③アウェーゲーム(イベントあり) 

④アウェーゲーム(イベントなし) 

まずは、①から計算していく。 

試合日かつイベント日のシーズン間売り上

げ合計＝2,337,014 円 

 

（図２） 2017 年売上・客数推移 

 

（計算１） イベントによる影響 

イベントによる売り上げへの影響 

①－②＝91,064 円 ①＝1.44×② 

③－④＝49,885 円 ③＝1.34×④ 

イベントによる客数平均への影響 

試合あり、イベントありの日…55.3 人 

試合なし、イベントありの日…39.5 人 

試合による売り上げへの影響 

②－④＝58,054 円 ②＝1.39×④ 

④＝0.717×② 

よって影響は 58054÷205201＝0.283 

 

 

→イベントによる影響の排除…2,337,014
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円÷1.44＝1,622,926.39 円 

→野球による売り上げのみの抽出…

1622926.39×0.283＝459,228.168 円 

次に、②を計算していく。 

試合日勝つイベントが無い日のシーズン間

売り上げ合計＝15,815,202 円 

→野球による売り上げのみ抽出…

15815202×0.283＝4,475,702.166 円 

次に、③を計算していく。 

アウェーゲームかつイベント日のシーズン

間売り上げ合計＝823,252 円 

→イベントによる影響の排除…

823252÷1.34＝614,367.165 円 

→アウェーゲームによる売り上げのみ抽出

…614367.165×0.059＝36,247.663 円 

最後に、④を計算する。 

アウェーゲームかつイベントが無い日のシ

ーズン間売り上げ合計＝9,901,703 円 

→アウェーゲームによる売り上げのみ抽出

…9901703×0.059＝584,200.477 円 

結果として、①～④までの抽出した売上額

の合計は 5,555,378.474 円となる。これに

対して、シーズン内売り上げ合計は

37,259,896 円となる。 

また、シーズン内売り上げのうち横浜

DeNAベイスターズの効果が占める割合は

5555378.474÷37259896＝約 14.9％とな

る。以上の結果を踏まえて増席(6000 席)

の影響を概算すると、以下のような計算に

なる。 

現在の横浜スタジアムの総席数…約 29,000 

増席する席数…約 6,000 

増席する席数が占める割合…現在の席数の

約 20.7％ 

よって、現在与えている効果のうち二割が

改築によって増加すると考えられる 

→5555378.474×0.207＝1,149,963.344 円 

3－2．過去の観客動員数との関係 

 横浜スタジアムの持つ経済効果を測定す

るには球団経営が株式会社ディー・エヌ・

エー【DeNA】に移行した 2012 年を境に

球場入場者数が変化した重要な転換点を考

察する事が今後の球場の増席による影響を

考察するのに必要である。現在の観客動員

数変化と 2017 年の売り上げ変化を比較す

る事で今後の観客動員数変化を予測し、受

皿の変化が今後何年有効であり、何年後に

安定飽和状態になるのかを予測できるから

である。また、２０１９年には実際に３,

５００席程度の増席が行われているので、

この増席が変数の変化量に与えている変化

を含め考察していく。まず、2010 からの

入場者数推移は以下のようになっている。 

（図３） 入場者数・一試合平均の推移 

 

次に、観客動員数の変化はどのような変数

で変化をしているのかを測定していく。そ

の為にまず、①２０１２年度から２０１３

年度、２０１３年度から２０１４年度、と

比較していき、変数の平均と変化量を求め

ると、変数の平均は 1.112923695、変化量

は計算２のようになる。 

（計算２）各年ごとの変化量 



 

4 

 

 

以上の結果を参照すると、三点が分かる。

平均して入場者数は増加傾向にある事、次

に 2019 年の 3,500 席の増席が増加量に顕

著に変化をもたらしている事、最後に基本

的に前年度と比較すると変化量は低くなる

が、Aクラス(3 位以内)に安定を始めた

2016 年度、クライマックスシリーズ優勝

年である 2017 年度の増加量を見る通り試

合結果が増加量に影響を与えている事であ

る。ここで、2020 年の入場者予測を行い

たい。まず、横浜スタジアムの満員時の入

場者数は２０１８年度までは３００３９人

である。２０１９年には３５００席の増席

が行われ、２０２０年には更に２５００席

の増席が行われる。したがって、一年間満

員であった場合を仮定した来場者数は以下

のような計算から求められる。 

～２０１８年度…３００３９人×７２試合

or７１試合＝2,162,808 人 or2,132,769 人 

２０１９年度…３３５３９人×７２試合＝

2,414,808 人 

以上より、2018 年度に記録された入場者

数は上記の最大入場者数の約 93.76％であ

り、ほぼ飽和状態であった。また、2019

年度に記録された入場者数は上記の最大入

場者数の 94.56％を記録している。つま

り、❶増席を行った後も最大入場者数に近

づいており、この成長率を来年度も保持し

続ける事も考えられる。しかし、一方で

❷2017 年度までのように毎年来場者数の

変化量が逓減する事も考えられる。これら

の二つについて計算し、店舗単位での来客

数の変化予測を行う。まず、❶について。 

2017 年度＝1979446÷2132769＝92.81％ 

2018 年度＝93.76％ 2019 年度＝94.56％ 

平均すると 93.71％ 

これを 2020 年の最大入場者数とかける

と、2020 年度の入場者数予測＝（36039

人×72試合）×0.9371＝2,431,594.576 人

となる。次に、❷について。 

2018 年度までの変化量平均…1.094058108 

2018 年度の入場者数にこの平均を掛ける

と、2,218,664.506 人(＝2019 年の予測)と

なる。2019 年の入場者数からこの数値を

引くと、64,859.494 人＝3500 席の影響 

3－3 増席が与える影響(予測) 

関内周辺の飲食店に流れる観客の数をア

ンケートの結果から割り出し、更に大まか

な売り上げへの影響を計算していく。①ア

ンケート結果は以下の様になっている。 

試合前に横浜スタジアム周辺または横浜中

華街で食事…48.8％ 

試合後に横浜スタジアム周辺または横浜中

華街で食事…52.7％ 

試合前消費金額平均…1,192.5 円 

試合後消費金額平均…2,800.0 円 

次に、②関内駅周辺の飲食店が増員分の需

要に耐えうると仮定した場合の売上増加量

を計算していく。2019 年の売上増加量

は、（64859.494×0.488×1192.5）＋

（64859.494×0.527×2800）＝

37744333.9383＋95706669.3464＝

133,451,003.284 円 

次に 2020 年を計算する。（46328.21×

0.488×1192.5）＋（46328.21×0.527×

2800）＝26960238.5274＋68361906.676＝

95,322,145.2034 円 

（２０１４年度÷２０１３年度）－（２０１３年度÷２０１２年度）＝－0.125467779 

（２０１５年度÷２０１４年度）－（２０１４年度÷２０１３年度）＝－0.061973513 

（２０１６年度÷２０１５年度）－（２０１５年度÷２０１４年度）＝－0.090220438 

（２０１７年度÷２０１６年度）－（２０１６年度÷２０１５年度）＝0.022218551 

（２０１８年度÷２０１７年度）－（２０１７年度÷２０１６年度）＝－0.066835714 

（２０１９年度÷２０１８年度）－（２０１８年度÷２０１７年度）＝0.101551656 
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よって、増席がもたらす売上増加量は、

228,773,148.487 円となる。 

これは球団がもたらす経済効果であると算

出した 64 憶円の約 3.574％に当たる。 
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